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高萩市市民憲章昭和49年1 1月1日制定

1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょ

1元気で働き豊かなまちをつくりましよ‐

I思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう蕊…
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氷の上で犬歓声
一市民スケート教室はじまる－
はじめてスケート靴をはいたチビッコたちも， たくさん

います。

こわごわ氷の上に出ると，大きな歓声をあげながらも真

剣な表情－一生懸命練習に取り組んでいました。

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 ．1152です



第
十
五
回
市
民
表
彰
・
褒
賞
が
、

十
一
月
二
十
二
日
出
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
表
彰
・
褒
賞
は
、
市
の

発
展
の
た
め
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

は
、
市
民
表
彰
七
人
、
市
民
褒
賞
四

人
と
二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
ま
し
た
。

１
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．
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．
Ｐ
ｔ
二
一
〆
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ｌ
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列
Ｉ
記
鼻
眠
Ｆ
員
伝
’
し
蛤

功績をたたえて

第15回市民表彰･褒賞

昭
和
三
十
九
年
八
月
か
ら
民
生
委
、

〈
と
一
一
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
貝
と
し
て
、
地
域
の
調
査
、
指
導
等

帛
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
を
た
た
に
あ
た
り
、
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年

や
ま
し
た
。
千
二
月
か
ら
は
民
生
委
員
総
務
と
し

て
、
そ
の
活
動
は
模
範
と
さ
れ
て
い
ま

、
ノ
ヱ
ｒ
泊
呂
、
Ｊ
画
ｒ
、
■
、
ノ
ョ
グ
ｔ
■
、
Ｊ
■
〃
ｋ
五
、
Ｊ
ニ
グ
Ｌ
弓
、
Ｊ
含
ｆ
、
ユ
ー
プ
く
工
、
Ｊ
丘
〆
Ｌ
工
、
〃
字
〆
」
王
、
ノ
異
ｒ
蛤
■
、
ノ
ヱ
ノ
Ｌ
ｐ
、
ノ
計
く
男
、
ノ
呂
〃
叱
三

す
。
現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
花
貫
長
寿
会
会

市
民
表
彰
長
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
副
会

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地
区
南

迅
ノ
ー

グ
、

一
、
ノ
ロ
ー
グ
ｋ
ヱ
、
〃
二
〃
Ｌ
一

、
ノ
二
Ｆ
Ｌ
二
、
ノ
ュ
ー
グ
、
二
一
、
ノ
盈
〆
■
Ｌ

一
、
ノ
エ
ｒ
Ｌ
三
、
ノ
ー
〆
Ｌ
屋
、
Ｊ
呂
伊
Ｌ
二
、
Ｊ
三
〆
Ｌ
弓
、
ノ
豈
〆
ｔ
巳
、
Ｊ
星
ｒ
ｋ
』
画
、
ノ

ニ
ノ
も
』
画

，
』
Ｒ
ｒ
》
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１
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又
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禰戸
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畳

畳

受

農
業
の
発
展
に
尽
力

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
現

在
ま
で
、
農
業
委
員
と
し
て
五

期
、
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
設
委
員
、
民
生
委

員
、
高
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
副
会
長
と
し
て
、
本
市
の
行

政
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
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瀞
開
業
医
と
し
て
、
永
年
、
市
民
の
医

療
活
動
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
昭
和

三
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三

月
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
市
医
師
会
会
長
、
学
校
医
、

福
祉
事
務
所
嘱
託
医
、
健
康
づ
く
り
推

医
療
活
動
に
寄
与
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社
会
福
祉
に
貢
献

ちかあき

広木允明さん

＝若栗（74歳）

市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

十
一
人
と
二
団
体
を
表
彰

市
体
育
協
会
の
副

会
長
と
し
て
、
多
年

ー

’ ’
に
わ
た
り
社
会
体
育
の
振
興
に
努
め
る

と
と
も
に
、
教
育
、
民
生
、
選
挙
管
理

な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。特
に
、
市
体
育
協
会
の
組
織
の
充
実

を
図
る
た
め
、
広
い
見
地
か
ら
そ
の
方

向
づ
け
を
明
確
に
し
、
育
成
、
強
化
に

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

I ’
樋渡喜一さん

＝大和町（73歳）

大都貞喜さん

＝秋山（75歳）

進
協
議
会
委
員
等
と
し
て
、

公
衆
衛
生
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
は
多
大
で
す
。

支
部
理
事
と
し
て
も
、
社

会
福
祉
事
業
に
多
大
の
功

績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
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黒尾 良さん

＝春日町（69歳）

前島良二さん

＝本町（70歳）

滝正四郎さん

＝大和町（62歳〉

＝

錫昭
和
五
十
七
年
七

月
か
ら
、
高
萩
市
遺

商
工
会
法
制
化
の

翌
年
、
昭
和
三
十
六

交
通
安
全
の

普
及
に
努
め
る

… 密
藩
鍔 談

〃
も
二
一
一
百
三
〆

忠
雰
◆

、
Ｊ
ゞ
陸
一
竃

､謡

蕊夢懇

昭
和
三
十
八
年
、
高
萩
地
区
交
通
安

全
協
会
の
高
萩
支
部
理
事
に
就
任
以
来
、

自
ら
率
先
し
て
、
街
頭
活
動
を
行
い
、

交
通
安
全
思
想
、
交
通
道
徳
の
普
及
徹

底
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
の

立
哨
指
導
は
他
の
模
範
で
あ
り
、
交
通

事
故
の
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ｙ
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ｉ

Ｈ
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賢

畳
１
胃
ｌ
》
属
０

年
六
月
、
高
萩
市
商
工
会
理
事
に
就
任

し
、
昨
年
ま
で
二
十
四
年
間
、
理
事
と

し
て
商
工
業
の
総
合
的
な
経
営
改
善
事

業
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
年
四
月
か
ら
高
萩

青
色
申
告
会
監
事
を
八
年
間
、
そ
の
後

昭
和
四
十
八
年
六
月
か
ら
同
会
副
会
長

に
就
任
さ
れ
、
納
税
の
普
及
促
進
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

族
会
会
長
と
し
て
、
遺
族
会
発
展
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
十
五
年
一

月
、
消
防
団
に
入
団
以
来
四
十
五
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
消
防
行
政
に
刷
新
改

善
を
加
え
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
、
副
団
長
と

し
て
団
長
を
補
佐
し
、
職
務
に
精
励
し
、

本
市
の
消
防
力
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
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市議会だより
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十
一
月
十
六
日
⑧
、
葉
梨
自
治
大
臣

が
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

１
口

葉
梨
自
治
大
臣
が

高
萩
市
を
訪
問

嘩垂＆藍

1 ▲葉梨自治大臣(右)に陳情する鈴木市長，

佐川議長，熊坂助役(写真右から）

鈴木好之議員吉田秀吉議員

！ 自
治
大
臣
は
、
十
二
時
三
十
分
に
高

萩
大
心
苑
に
到
着
、
鈴
木
市
長
、
佐
川

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

が
出
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
市
長
か
ら
自
治
大
臣
に

高
萩
市
の
概
況
説
明
と
主
要
地
方
道
県

道
高
萩
大
子
線
、
高
浜
有
明
海
岸
侵
食

対
策
の
離
岸
堤
設
置
事
業
促
進
な
ど
の

陳
情
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

葉
梨
自
治
大
臣
は
、
高
萩
大
心
苑
の

屋
上
か
ら
市
内
を
一
望
、
説
明
を
受
け

た
後
、
紅
葉
の
美
し
い
花
貫
ダ
ム
や
花

貫
渓
谷
、
望
海
ゴ
ル
フ
場
、
高
萩
ビ
ー

チ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
直
接
視
察
さ
れ
ま

し
た
。自

治
大
臣
か
ら
表
彰

こ
の
た
び
、
東
京
の
憲
政
記

念
館
で
、
当
市
議
会
の
吉
田
秀

吉
議
員
、
鈴
木
好
之
議
員
が
地

方
議
会
の
議
員
と
し
て
、
、
水
年

の
活
動
（
三
十
五
年
以
上
）
に

よ
る
自
治
功
労
に
対
し
、
葉
梨

自
治
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
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畳
の
技
術
指
導
と

教
育
の
振
興
に
貢
献

教
育
に
顕
著
な
業
績
を
残
し
、
子
ど

も
を
も
つ
親
に
対
し
て
「
し
つ
け
」

に
つ
い
て
の
講
話
、
指
導
な
ど
、
家

庭
教
育
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。

茨
城
県
畳
高
等
職
業
訓
練
校

校
長
と
し
て
、
畳
と
畳
工
芸
品

試
作
加
工
の
技
術
指
導
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
人
間

１蔓

ｕ

Ｎ

出

典

制
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』

β

』

風

判

視

凹

艮

》

月

〕

■

１

日

ご

Ｒ

〕

Ｒ

》

Ｈ

》

好

’
藤枝太郎さん

＝春日町（77歳）

関鎌吉さん

二芯浜〈66歳）

、
Ｊ
贋
〃
ｋ
稗
、
ノ
ョ
グ
踏
孟
、
″
星
鈩
Ｌ
圭
、
ノ
ｚ
〃
馬
五
、
Ｊ
塁
グ
、
工
、
ノ
タ
ｋ
■
、
Ｊ
因
Ｊ
ｋ
呂
、
Ｊ
亜
ｆ
甦
呂
、
Ｊ
苫
夕
も
三
、
ノ
■
ず
、
画
、
Ｊ
二
Ｆ
Ｌ
二
Ｆ
、
ザ
弓
ｆ

市
民
褒
賞

』
、
Ｊ
耳
〃
」
ミ
ノ
主
設
叱
立
、
ノ
ヰ
ク
Ｌ
二
、
ノ
ョ
グ
、
王
１
鈩
■
〃
Ｌ
弓
、
ノ
■
ゲ
Ｌ
西
、
Ｊ
ｚ
ｒ
、
ｚ
、
Ｊ
眉
ｒ
、
１
、
ノ
コ
グ
ｋ
ｐ
、
ノ
ェ
ゲ
１
日
、
Ｊ
】
ニ
グ
ー

農
業
土
木
の

進
展
に
寄
与

印
刷
業
に
活
躍瀞’樫村長次さん#・

＝東本町（68歳）

印
刷
業
一
筋
に
、
七
十
七
歳

の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
、
諸
印
刷
物

の
受
託
協
力
を
通
じ
て
市
政
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
業
界
後
進
の
指
導
者

と
し
て
、
商
工
業
の
振
興
、
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
を
訪
れ
る
多
数

の
諸
外
国
の
か
た
に
、
日
本
の
良

き
生
活
文
化
と
し
て
畳
の
紹
介

に
努
め
、
国
際
親
善
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

常
設
委
員
と
し
て
、
二
十
二

年
余
の
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら

は
、
赤
浜
常
設
区
の
常
設
補
助

員
と
し
て
、
本
市
農
業
土
木
行

政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

は
多
大
で
す
。 #1

，

）
》

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る

芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力

自
然
愛
護
の
心
を
育
て
る

青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
事
務
局
長
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

’’I I
高萩市自然を

Ⅱ 愛する友の会
鈴木弟さん“

＝赤浜（46歳）
高萩蒲立化協会

昭
和
四
十
年
か
ら
「
高
萩
市
文
化

祭
」
を
開
催
し
、
本
市
の
芸
術
文
化

の
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い

ま
す
。 昭

和
五
十
一
年
か
ら
、
自
然
観
察

会
を
開
催
し
、
自
然
保
護
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
主
催

の
植
樹
祭
へ
の
参
加
や
君
田
小
学
校

探
烏
会
へ
の
講
師
の
派
遣
、
一
般
市

民
参
加
に
よ
る
自
然
観
察
会
の
実
施

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
自

然
愛
護
の
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
現
在
ま

で
、
十
六
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

'．
u
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蕊

、
識

潮紅師

蕊
蕊

鍛〆
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市民のみなさんの本棚として

ー

図
書
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い

者
の
希
望
す
る
本
を
購
入
す
る
よ
う
に

＜これだけ利用されています＞
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
を

市
で
は
毒
市
民
一
人
二
冊
を
目
標
に
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
図
書
館
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
本
棚
と
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

か
た
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
現
在
の
図
書
館
の
よ
う
す

を
紹
介
し
ま
す
。

‐
や
ぐ
ゃ
ぐ
Ｃ
ｃ
ぐ
ぐ
Ｃ
ぐ
ぐ
や
ぐ
や
ぐ
や
や
や
ぐ
ぐ
や
◇
ぐ
、
や
や
①
。
◇
や
や
や
や
や
や
Ｃ
Ｃ
Ｃ
や
ぐ
ぐ
や
ぐ
ぐ
ｃ
ｃ

・年間貸出者数

図
書
館
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
の
開
館
か
ら
三

周
年
を
迎
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（57年度）
中央公民館

7千人

4倍

鯛2万8千人(60年度）
驚蕊騨蕊蕊蕊織鶴蕊図耆館

・年間貸出冊数

（57年度）
中央公民館

(60年度）
図耆館

…迎L努
め
て
い
ま
す
。
さ
が
し
て
い
る
本
が

見
当
た
ら
な
い
場
合
は
、
リ
ク
エ
ス
ト

4.7倍

…
■

ロ

●

■

■

０

，

口

■

詫
唾
評
．

寺
“
ａ
ｐ
Ｆ
ｑ
■
ｆ

■

Ｐ

■

●

ず

■

Ｆ

Ｄ

Ｆ

■
。
■
辞
。
砧
。
■
＃ 9万5千冊

〈
》

・本もこんなにふえました

開館時

＝倍

4万3千冊現 在

’

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
三
十
分

か
ら
で
す
。

図
書
館
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

日
常
の
生
活
の
中
で
役
立
つ
本
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 毎

月
第
二
土
曜
日

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
え
い
が

お
り
が
み
教
室

毎
月
第
三
土
曜
日

や
さ
し
い
お
り
が
み
で
す
。

お
は
な
し
会

毎
月
第
四
土
曜
日

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど

え
い
が
会
や

お
は
な
し
会
に
ど
う
ぞ

図
耆
館
は
、
本
を
貸
し
出
す
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
も
行
っ
て

い
ま
す
。

利
用
手
続
き
は
簡
単
で
す

こ
ど
も
え
い
が
会

カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
す
ぐ
に
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

（
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
）

4



’
１

一
利
用
者
の
声

図
書
館
が
開
設
以
来
、
週
に
一
度
ぐ

ら
い
の
割
合
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
な
の
で
、
貸
し

出
し
も
返
却
も
本
を
渡
す
だ
け
で
済
ん

で
し
ま
い
ま
す
か
ら
大
変
気
軽
で
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
と
い
う
と
、
お
勉
強
と
か
読
書

と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
が
、
旅
行
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
借
り
た
り
、
料
理
や
手

芸
の
本
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
雑
誌
を
眺

め
た
り
と
お
金
の
か
か
ら
な
い
遊
び
と

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

所
有
冊
数
が
少
な
い
の
が
少
々
不
満

で
す
が
、
欲
し
い
本
が
あ
る
時
は
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
と
入
れ
て
も
ら
え
る
魅
力

が
あ
る
の
で
ど
ん
ど
ん
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
館
日
前
に
は
、
無
制

限
の
貸
し
出
し
が
あ
り
、
昨
年
は
一
家

で
二
十
冊
も
借
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

リ
ク
エ
ス
トで
き
る
の
が
魅
力

三
人
の
か
た
に
聞
い
て
み
ま
し
た

J

h

主婦（本町）
斗‘い ひろニ

喜井裕子さん
’
一
一

’
一
年
は
ど
ん
な
種
類
の
本
を
借
り
よ
う
か

く
当

》
と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

行
っ
て
い
る
。
ぼ
く
は
、
本
を
読
む
の

が
好
き
だ
か
ら
、
図
書
館
へ
行
く
の
が

と
て
も
楽
し
み
だ
。
図
書
館
に
は
い
ろ

い
ろ
な
本
が
あ
る
し
、
ぼ
く
が
貸
り
た

い
と
思
う
本
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
ろ
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
夏
休
み
の
読
書
感
想
文

の
本
も
図
書
館
で
決
め
た
。
い
ろ
い
ろ

読
み
た
い
本
が
あ
っ
て
、
迷
う
く
ら
い

だ
っ
た
。

ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

図
書
館
へ
行
っ
て
調
べ
て
い
る
。
知
り

た
い
事
が
出
て
い
る
本
が
必
ず
見
つ
か

っ
て
、
分
か
ら
な
か
っ
た
事
が
よ
く
わ

い
ろ
い
ろ
な
知
識
を

身
に
つ
け
た
い

ぼ
く
は
、
毎
週
日
曜
日
に
図
書
館
へ

蕊ﾐラグニ

声

私

剰
上

た
ち
も
三

図
書
館
を

東小6年
もも た

百田誠司＜ん
ｰ

か
る
か
ら
だ
。
本
を
読
む
こ
と
は
、
と
）

て
も
楽
し
い
。
ま
た
、
知
ら
な
か
っ
た
一

事
が
よ
く
分
か
る
。
も
っ
と
本
を
読
ん
Ｊ

で
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
身
に
つ
け
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
図
耆
館
を
ど
ん
ど
ん
戸

利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
〉

私
は
小
さ
い
時
か
ら
本
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
公
民
館
の
時
よ
り
も
ず
っ
と

大
き
い
「
図
書
館
」
が
で
き
た
時
は
、
う

れ
し
く
っ
て
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
夏
休
み
な
ど
は
落
ち
着
い
て
勉

強
も
で
き
る
し
、
わ
ざ
わ
ざ
高
い
本
を

買
わ
な
く
て
も
気
軽
に
た
だ
で
借
り
ら

れ
る
の
で
そ
う
い
う
点
で
は
、
と
て
も

便
利
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
で
と
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
は
マ
ン
ガ
も
好
き
な
の
で
、

ほ
ん
の
少
し
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
マ
ン
ガ

コ
ー
ナ
ー
な
ん
て
言
う
の
が
あ
れ
ば
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。
（
で
も
図
書
館
に
マ

ン
ガ
な
ん
て
夢
の
よ
う
な
話
で
す
ね
。
）

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
本
を
読
み
た

い
の
で
図
書
館
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
を

利
用
し
た
い

高小6年
りょつ こ

橋本亮子さん

ノロター､B-JB'ヘD1-JU戸､■堵』Q戸､0,-JrへBも吾ﾉﾛ'へ0､一q 、ﾛ､－Jﾛ〆､B-PU行､■箔』■〆､n%-Jn戸､ﾛレロノヘBーJqj一､ローﾛ鈩晶､へ■ ■へ■ ■へ■ ■へ
））

騨

鴬

;切驚
蕊 #！§

曜悪

霧

蝋鴬

鐸

R夛茨ｮ川｜
叫≦①

視
聴
覚
⑥

寅
料
室⑦

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室

新
聞
．
④

雑
誌
コ
ー
ナ
ー

）
》

今弧 便
所

般作
業
室

⑤

読
書
コ
ー
ナ
ー

閉
架
書
庫

開③
架

中
児
童
開
架
室

⑳室

車
庫

庭

館内案内図 1階

①本を借りる手続きをするところです。

②絵本や紙芝居･図鑑などの児童書がたくさんあります。

③小説や旅行,スポーツなど大人向けの各分野の本があ

ります。

④新聞8種，雑誌60種があり， 自由に閲覧できます。

⑤テーブルを利用して,本を読んだり勉強したりすると

ころです。

⑥8ミリ， 16ミリ， ビデオのフィルムや映写機を貸し出

します。

⑦各種辞典や郷土に関する資料があり,調べものをする

部屋です。

▲
利
用
者
で

に
ぎ
わ
う
館
内

１
Ｖ
一
、
‐
〆
ぞ
弧
．
ｖ
一
、

ノ
｝
、

ノ
ー
、

Ｖ
に
い
し
峰
ト
レ
性
Ｒ
い
し
峠
ト
レ
峠
ド
レ
催
い

、
一
ノ
、

ノ
、
『
ノ
、

／
、
ニ
ノ
、

ノ

、

ノ
、
一
／
、
ニ
ノ
、
ご
ノ
、
『
ノ

図
書
館
休
館
日
の

お
し
ら
せ

年
末
年
始
は
次
の
と

お
り
お
休
み
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
返
却
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

十
二
月
二
十
七
日
出

か
ら
一
月
五
日
㈲
ま
で

5



苧
膿
令
凸
ふ
し
た
。

〉

》
大
γ
獅
辨
罐
鯉
熊
伊
即
齢
罰
制
可
ｌ

ノ
、
；
、
日
用
雑
貨
、
工
芸
品
な
ど
林
業
関
係
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

●
０
６
６

を
一
堂
に
集
め
て
の
展
示
開
か
れ
る

即
売
会
や
素
朴
な
農
村
料
理
の
直
売
な
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

ど
が
行
わ
れ
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
十
月
三
十
一
日
③
、
水
戸
市
の
「
青

ま
た
、
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
で
は
、
少
年
会
館
」
で
、
第
一
回
茨
城
県
生
し

野
菜
の
入
っ
た
手
づ
く
り
ク
ッ
キ
ー
の
い
た
け
品
評
会
と
昭
和
六
十
一
年
度
林

披
露
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
作
品
展
示
な
ど
業
関
係
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、

が
行
わ
れ
、
主
婦
の
間
で
大
好
評
で
し
高
萩
市
か
ら
は
、
次
の
か
た
が
た
が
受

た
。
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

〔
第
一
回
茨
城
県
生
し
い
た
け
品
評
会
〕

ユ
ヘ
壹

配

戸

、
。
Ｌ
帯
．
ジ
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
み
ま
わ
れ
た
十
一
月
二
十

争
貼
貼

瞳

…

ウ

。
．
』
、
》
思
二
日
出
と
二
十
三
日
⑧
、
市
民
体
育
館
と
中
央

一
況
ｒ
民
館
周
辺
を
会
場
に
開
か
れ
た
第
七
回
高

話
』
一
：
￥
《
萩
市
産
業
祭
と
第
十
五
回
み
ん
な
の
消
費
生
活

》
盛
』
盧
婿
延
べ
三
万
人
の
市
民
が
訪
れ
大
鑑
況
で

冬

抄
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
産
業
祭

"謹蕊塞鐸零｡對琴､鍵｡農鐸
雷“』癖≠ ザ蕊

青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
う

防
犯
冑
少
年
柔
剣
道
大
会

青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い
、
十
一
月
十
六
日
日
、
市
民

体
育
館
で
、
防
犯
青
少
年
柔
剣
道
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

柔
道
、
剣
道
の
部
あ
わ
せ
て
約
四
百
人
の
み
な
さ
ん
が
参

加
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
技
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
柔
道
三
団
体
）
中
学
生
の
部
優
勝
高
萩
中
学
校
Ａ

〔
剣
道
三
団
体
）
小
学
生
低
学
年
の
部

優
勝
高
萩
武
徳
殿
少
年
剣
士
隊
Ａ

ー

▽
知
事
賞
ｌ
弓
野
勝
男
（
中
戸
川
）

▽
農
林
水
産
部
長
賞
ｌ
根
本
千
秋

（
上
手
綱
）

▽
茨
城
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞
ｌ
岡

部
誠
（
大
能
）
、
松
本
基
（
下
君
田
）

▽
特
別
賞
・
日
本
特
用
林
産
振
興
会
長

賞
ｌ
弓
野
勝
男
（
中
戸
川
）

〔
林
業
関
係
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
〕

○
林
業
経
営
部
門
（
複
合
的
林
業
経
営
）

▽
優
秀
賞
Ｉ
菊
地
福
雄
（
福
平
）

○
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

▽
入
選
Ｉ
君
田
小
学
校

）
小
学
生
の
部

優
勝
石
川
智
則

女
子
無
段
の
部

優
勝
佐
藤
晶
子

女
子
有
段
の
部

優
勝
志
賀
美
幸

私のアイデア料理X

…… frMF軍馬天死毒露颪3
1歩、｝八 n庁ハ

甜f…J…"……口払u・
X＜

E
>電<

： （材料5人分）
、､／

父

曾 ・キャベツ2509 ．豚肉うす切り 2509
>凄く

‘ ．にんじん…509 ･玉ねぎ…. .….…告個
>君<
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念

： （作 ’ノ方）
…

〈
）

：
ｊ
卿
丑
口
設

晶
醇
辱
剛
曾 ズ

’
食生活改善推進貝

内田カツヨさん
（高戸）

一

お
も
ッ
っ
材
に
る

た
に
べ
使
る
ん
き

け
た
ャ
を
め
だ
で

が
か
キ
い
た
ん
用

心
の
。
さ
い
ふ
応

に
り
す
く
，
を
ろ

一
寄
ま
は
し
菜
い

第
年
き
‐
す
野
ろ

を
お
で
に
で
の
い
。

”
，
め
り
い
節
‐
よ

塩
で
す
わ
い
季
て
す

減
理
す
代
も
も
つ
で

“
料
お
の
て
料
使
ん

鐸鎮

ぎ
つ

い

ね
さ

玉

魁
え

り

加

切
を

・
ん
肉

・
る
せ
の

く
め
は
②

お
た
ン
ら

鍵

て
い
マ
た

つ
で
一
い
。

き
油
ピ
つ
り

を
て
，
が
が

気
し
こ
み
あ

水
ぶ
の
ろ
き

，
ま
け
と
で

で
を
た
‘
て

ゆ
粉
。
え
せ

て
り
く
加
の

つ
く
お
を
を

切
片
て
※
⑤

に
，
で
，
に

さ
り
ゆ
め
上

き
切
て
・
た
，

大
に
し
く
い
り

い
さ
に
お
を
盛

盛

す
長
り
○
て
菜
を

や
の
切
る
せ
野
ツ

ベ
ど
冊
す
わ
の
べ

食
ほ
短
に
合
③
ャ

は
叩
は
り
を
て
。
キ

ー

ッ
３
ん
切
※
し
る
の

べ
は
じ
形
の
熱
ぜ
①

ャ
肉
ん
乢
櫛
料
を
ま
に

キ
豚
に
は
材
油
と
器

①
②
③
④
⑤
⑥

Ｘ葱

導
父
馨
黛
汽
資
×
尋
魚
尋
黛
稗
悪
黛
尋
黛
辱
裁
瀞
父
謬
只
遜
角
番
急
蕊
斌
脅
軍

6
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十
月
一
一
一
十

日
㈲
花
舅
ダ
ム
か
ら
名
馬
里

が
淵
ま
で
の
間
、
車
イ
ス
で
歩
く
会
が
開
か
れ
、

協
力
者
な
ど
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

折
か
ら
花
舅
渓
谷
は
紅
葉
の
盛
り
で
、
生
ま

れ
て
は
じ
め
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を
経
験
す
る
人
も

ｑ
い
て
、
楽
し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

車
イ
ス
“
て
ハ
イ
キ
ン
グ

器夢奔

《

▲高萩市戦没者追悼式
10月30日（木） 文化会館で，高萩市戦没

者追|'卓式が，関係者約600人の出席で執

り行われました。

ー

県民スポーツフェスティバル

て初優勝／
11月9日（日） 日立市運動公園を主会場に，

県北8市町村が参加して，県北ブロック県民

スポーツフェスティバルが開かれました。高

萩市からは420人の選手が参加，全種目に好

成績を収め，みごと初めての総合優勝を果た

▼しました。

白球を追って／▲

11月2日旧） 市民体育館で，市民総合体育大会の卓球

大会が開かれ，市民217人が参加し技を競いました。

成績は次のとおりです。 （敬称略）

男子シングルス優勝松本

女子シングルス優勝作山

男子ダブルス 優勝国井・伊藤

女子ダブルス 優勝皆川・鈴木

）
弓
》

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

十
一
月
十
六
日
⑧
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
八
回
チ
ャ
リ
テ

ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
二
百
六
十
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

ゴ
ロ
マ
ノ
，
一
一
○
し
た
。

火災予防を呼びかけパレード

十
一
月
二
十
六
日
伽
秋
の
火
災
予
防
運

動
の
は
じ
ま
っ
た
こ
の
日
、
高
萩
駅
前
か
ら

市
役
所
ま
で
、
高
萩
小
学
校
の
鼓
笛
隊
、
児

菫
な
ど
約
一
一
百
人
を
先
頭
に
消
防
車
や
救
急

車
に
よ
る
、
火
災
予
防
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
厳
し
い
冬
の
寒
さ
を

む
か
え
、
よ
り
｜
層
火
災
に
気
を
付
け
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

▼
蟻

＜…

~

~

成
續
（
敬
称
略
）

優
勝
秋
元
真
一

準
優
勝
寺
島
義
雄

三
位
諸
原
英
雄

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
岩

間
輝
亘
（
七
十
八
）

ア
’
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：～企業紹介～

⑪

丈建エ堂職式令牡
工場長

町澤三郎さん
丈建ェ董隷式令牡
住 所高萩市赤浜字松久保160-1

（松久保工業団地）

資本金 57億円

主な製品木質繊維板（建築用断熱ボー

ド，畳床用ボード）

敷地面積 190,000nf

建物面積 14,000nf

社員数 87名

操業開始昭和52年6月

大
建
工
業
株
式
会
社
は
、
住
宅
、
ビ

ル
、
店
舗
内
装
用
の
各
種
建
築
材
料
や

住
宅
機
器
、
産
業
用
資
材
の
生
産
販
売

を
行
う
と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
ど
の
無

機
材
料
を
含
め
た
新
製
品
、
新
素
材
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

「よりよい住み心地の追求こそ

が，私たちに与えられた永遠のテ

ーマです｡」と語る工場長の町澤三

郎さん。

ー

本
社
は
、
大
阪
に
あ
り
、
五
つ
の
工

場
と
十
八
の
支
店
、
二
十
五
の
出
張
所

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

主
力
製
品
の
木
質
繊
維
板
（
断
熱
ボ

ー
ド
）
は
、
断
熱
、
防
音
、
調
湿
な
ど

の
性
能
を
兼
ね
備
え
た
理
想
的
な
建
築

材
料
で
、
市
場
の
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

高
萩
工
場
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
操

業
を
開
始
し
た
断
熱
ボ
ー
ド
生
産
専
用

の
工
場
で
す
。
そ
の
優
れ
た
製
品
性
能

は
、
建
築
用
の
下
地
ボ
ー
ド
と
し
て
、

ま
た
新
素
材
と
し
て
の
畳
床
用
ボ
ー
ド

と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
住
ま
い
は
数
の
上
で
は
、
充
足
し

て
き
ま
し
た
が
〃
質
〃
の
点
で
は
、
こ

れ
か
ら
が
課
題
で
す
。
と
り
わ
け
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
、
不
燃
化
、
防
音
化
、
住

宅
設
備
機
器
の
充
実
、
価
値
感
の
多
様

化
、
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
伴

う
需
要
は
、
ま
す
ま
す
旺
盛
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

高
萩
工
場
も
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
通

し
て
〃
よ
り
よ
い
住
み
心
地
〃
の
向
上

に
、
必
ず
や
お
役
に
立
つ
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
Ｊ
と
町
澤
工
場
長
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

’

十
一
月
二
十
三
日
⑧
文
化
会
館
で
、

第
十
三
回
市
民
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま
し

た
。
出
場
者
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚

園
児
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
生
、
市
民

合
唱
団
な
ど
、
二
十
団
体
、
約
七
百
人

に
の
ぼ
り
、
超
満
員
の
会
場
か
ら
は
、

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
は
、
歌
手
の
〃
は
し

だ
の
り
ひ
こ
〃
さ
ん
を
迎
え
、
楽
し
い
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

盛
大
に市
民
音
楽
祭

年
々技
術
も
向
上

蕊〈
》

F 可

…

…
識『

：

患

11月2日(日)から4日(火)までと, 11月9日(日),

中央公民館と文化会館を会場に高萩市文化祭が

開かれました。年々，文化への関心が高まるな

か，技術も向上しすばらしい作品や発表が数多
く披露されました。

ー
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高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
行
し
て
い

る
今
日
、
お
年
寄
り
が
心
身
と
も
に
健

康
で
明
る
い
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
と

の
願
い
を
こ
め
て
、
十
一
月
二
十
六
日

附
、
市
営
球
場
で
第
十
一
回
老
人
ク
ロ

ッ
ケ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
風
の
中
、
お
年
寄
り
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

，
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

優
勝
上
島
名
ク
ラ
ブ

し
受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
○
商
栄
○
安
良
川
十
三

準
優
勝
関
口
幸
せ
会

北
風
の
中

三
位
寿
会
ク
ラ
ブ

元
気
に
ク
ロ
ッ
ケ
ー

優
良
な
団
体
と
功
労
者
を
表
彰

～
納
税
貯
蓄
組
合
～

納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

○
仲
町
一
・
二
○
小
桜
町

○
肥
前
山
五
○
安
良
川
八

○
島
名
三
北
○
北
方
宿

○
赤
浜
二
下
○
殿
町

○
滝
の
脇
○
大
能
台

十
一
月
二
十
一
日
③
市
民
セ
ン
タ

ー
で
、
市
税
納
税
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
団
体
十
五
と
、
功
労
者
十
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

詞

基轡驚

脳

繩

際
奮

篭篭

／
!'8
k－‐

一

雲…:

一Ｊ
一

奉る鯉ふ ｰ

鴬

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

可
１
１
１
‐
！
’
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
！
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

故
郷
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
歌
る
。

｜
と
講
談
社
の
絵
本
「
桃
太
邸

物
語
に
、
大
き
な
感
動
を
味
わ
っ
た
に

一
舗
俗
跨
川
一
一
：
勝
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
昔
話
と

卦
昭
和
訓
年

ち
が
い
な
い
。

古
子

一
細
民
鮴
／
，
田
伝
説
の
調
査
を
は
じ
め
た
の
は
昭
和
四
↓

十
六
年
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
唖

士
心

一
高
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
幼
年
郡

時
代
や
少
年
・
少
女
時
代
を
す
ご
し
た
鉦

一
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
人
た
ち
は
、
「
話
者
」
と
し
て
適
当
な
年
秘Ｂ

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の

物
語
に
、
大
き
な
感
動
を
味
わ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。

勝
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
昔
話
と

伝
説
の
調
査
を
は
じ
め
た
の
は
昭
和
四

十
六
年
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
幼
年

時
代
や
少
年
・
少
女
時
代
を
す
ご
し
た

人
た
ち
は
、
「
話
者
」
と
し
て
適
当
な
年

納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

上
野
栄
吉
（
大
和
四
）

大
森
一
術
（
若
竹
）

高
橋
七
男
重
（
肥
前
山
二

佐
々
木
成
三
（
浜
野
町
二
）

沼
田
政
男
（
安
良
川
二
）

松
本
弘
文
（
上
台
）

坂
本
義
昌
（
秋
山
下
西
二
）

下
山
田
龍
一
（
秋
山
下
東
）

た
す
ぐ

中
村
諄
（
仲
六
納
税
組
合
）

関
谷
輝
男
（
石
滝
団
地
第
二

○
駒
形
町

○
山
手

お
伽
唱
歌
や
童
謡
に
み
え
る
桃
太
郎
に

は
、
こ
の
よ
う
に
昔
話
の
お
も
な
る
も

の
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
郷
愁
を
誘
う
よ

う
な
作
品
が
創
造
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

う
（
句
○
い
わ
や
す
え
お

巌
谷
季
雄
の
お
伽
唱
歌
「
桃
太
郎
」

や
「
日
本
昔
噺
」
、
成
田
為
三
・
山
田

耕
搾
作
曲
の
童
謡
楽
譜
「
む
か
し
噺
」

を
歌
っ
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
い
た
当

時
の
子
ど
も
た
ち
は
、
日
本
人
の
心
の

○
〒
個
津
幅
一

齢
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
川
崎
と

み
さ
ん
と
い
う
話
者
は
、
箱
に
入
っ
て

流
れ
て
き
た
桃
を
二
つ
に
割
る
と
桃
太

郎
が
生
ま
れ
、
亀
さ
ん
に
乗
っ
て
鬼
征

伐
に
い
く
の
に
蜂
だ
の
犬
だ
の
が
加
勢

に
き
て
手
伝
っ
た
、
と
語
っ
て
い
る
。

調
査
者
は
こ
う
し
た
内
容
に
対
し
て
、

判
断
し
か
ね
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
話
者
は
巌
谷
季
雄
な
ど
の
お
伽
唱
歌

や
童
謡
の
影
響
を
う
け
て
い
る
の
で
あ

し
花
束
を
手
に
熱
唱
す
る
志
賀
さ
ん

市
長
賞
に
は

志
賀
豊
さ
ん

､ー

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

十
一
月
二
十
四
日
㈲
文
化
会
館
で

第
四
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
、

会
場
は
超
満
員
、
六
十
二
人
の
み
な
さ

ん
が
、
自
慢
の
〃
の
ど
〃
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
み
ご
と
市
長
賞
に
は
、

「
湯
け
む
り
情
話
」
を
熱
唱
し
た
志
賀

豊
さ
ん
（
市
内
勤
務
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
市
長
賞
志
賀
豊
（
市
内
勤
務
）

○
議
長
賞
鈴
木
茂
（
高
萩
）

○
文
化
会
館
館
長
賞
豊
田
ひ
ろ
子
禾
町
）

○
特
別
賞
山
出
重
雄
（
高
浜
町
）

○
奨
励
賞
大
高
健
一
、
福
田
俊
郎
、

鎌
倉
道
雄
、
弘
田
弥
市
・
寛
子
、
鈴

木
幹
夫

． ､ ､ 、 ､ｰ ~ ‐"､ ~… ' "上'､:』 ､､､ : "…" ､u‘､ 1‘‘ 『 “､、 ‘‘ ､
･灘 ､ 』嘩.､ ､､ ； ､. ． ． ．

－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■－■■■■■■■■■■－■■■■■■ ■I■■■■■■■■■■■■■■ I■■■■■ ■■■■■_■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一一
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通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

の
「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
等
消

費
構
造
統
計
調
査
」
を
十
二
月
三
十
一

日
附
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の
対
象

と
な
る
製
造
業
を
営
む
事
業
所
に
は
、

年
末
か
ら
一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
調
査
表
に
記
入
さ
れ
た
内
容

く
蔦
…
？
ｆ
ｆ
尿
關
に
…
道
患
＃
あ
息
曜
ｉ
床
を
な
嘩
胤
：
険
信
号
享
魚
さ
急

血
液
が
混
脹
ヌ
ー
上
亦
味
が
芦
野
犀
億
一
」
示
寺
皇
や
と
が
本
済
型
享
す
○
多
ヲ
な
陰
腹
痛
だ
け
白
丁
§
て
の
原
閃
老
捜
上
用
苧
員
一
週
垂

が
惇
鼎
寺
朧
は
洪
し
賑
腎
蝋
瞥
勝
＃
哩
庶
の
尿
擶
驚
混
：
時
そ
職
皇

蠅
駕
蕗
？
；
…
驚
諏
雛
啼
卿
散
蹄
鰐
雑
鍾
、
…
…
ｆ
…
…
錨

皇
管
れ
ヰ
ェ
も
け
れ
心
急
み
か
蔓
？
ん
か
蕪
曜
宜
が
砿
議
萎
く
す
○
挽
子
謁
悠
瞳
等
命
に
か
ん
紮
写
盆
蹉
患
重
又
善

昭
和
六
十
一
年
工
業
統
計
調
査
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
申
し
込
み
…
十
二
月
二
十
二
日
㈲
か
ら

ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
問
間
２
…
…
り
り
ｌ
９
０
ｊ
ｉ
間
間
間
間
月
日
…
…
…
り
９
９
ｉ
ｉ
４
リ
６
２
向
３
７
１
３
３
白
向
間
再
…
…
リ
３
３
０
０
も

石
油
等
消
尋
造
統
計
調
査
し
ご
協
心
：
だ
皇
い
ゞ
で
、
市
役
厩
衛
生
課
で
受
Ｉ
ま

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
昭
和
六
十
二
年
一
月
二
十
一
日
㈱
ま

す
。
（
応
募
区
画
数
を
超
え
た
場
合

ご協力

ください

霊
園
の
所
在
地
…
高
萩
市
大
字
赤
浜
宇

大
久
保
三
六
四
～
九
番
地

募
集
区
画
…
西
洋
式
三
区
画

日
本
式
三
区
画

墓
地
の
使
用
料
及
び
管
理
料

西
洋
式
使
用
料
四
万
九
千
五
百
円

管
理
料
簔
固
二
千
四
百
円

日
本
式
使
用
料
七
万
六
千
円

管
理
料
壼
藺
三
千
円

高
萩
霊
園
墓
地
の
使
用
者
募
集

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
）

市
営
高
萩
霊
園
墓
地
の
空
き
使
用
区
※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
へ

画
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
恋
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
二

ー

一人で悩まず相談しよう

いじめ･体罰誌相談
O292-31-5500

平 泳日f;詐前8"30分弄黙｡〃
午後5時

土曜日： 午前8時30分～

午後0時30分

※日鶴;･祝日ぼ除きま魂

水戸地方法務局人権擁護課

年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
昭
和
六
十

二
年
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が

毎
月
納
付
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
受
給

者
の
増
加
や
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

等
に
伴
い
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
三
か
月
納
付
で
す
と
、
高

額
化
し
て
納
め
る
の
が
大
変
で
す
。
ま

た
、
加
入
者
の
多
い
家
庭
で
は
、
負
担

が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
毎
月
納
付

に
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
月
々
、
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
だ
と

い
う
か
た
は
、
口
座
振
替
の
方
法
を
活

用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

毎
月
納
付
、
口
座
振
替
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
二
月
ご
ろ
に
お
送
り
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
へ金
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
二

(舅昏鯖鯵唇碧）

癖

黛 重

－

）

Ｋ
弧
郁
陥
刷
，
Ｈ
削
り
４
１
９
１
４
Ｎ
Ⅳ
４
１
０
＃
９
，
判
り
４
＃
判
り
９
，
０
，
＃

名
画
鑑
賞
会
の
お
し
ら
せ

，
月
肥
肌
刈
閃
叫
汎
ｉ
１
＃
ｈ
勝
利
，
０
，
刺
，
４
，
４
，
判
，
判
り
’
０
判

十
二
月
二
十
一
日
日

「
鹿
鳴
館
」
午
前
十
一
時
、
午
後
三
時

「
時
計
」
午
後
一
時

※
入
場
券
発
売
中

文
化
会
館
も
よ
お
し
も
の

蕊鵜
確
繰
野
泌
僻

溌

轟

鋳
溌
難
粋
液

鑑識難§

態
瑚
齢

錨

梨

I0



持
ち
込
む
時
の
注
意

こ
み
合
い
ま
す
の
で
、
手
間
取
ら
な

ど
ｐ
ブ
ミ
レ
ジ
ミ
レ
ジ
ミ
レ
ジ
ミ
ｐ
プ
ミ
レ
〆
く
、
レ
ジ
ミ
レ
ジ
ミ
ロ
ジ
ミ
、
多
ミ
ロ
プ
ミ
レ
ブ
ミ
、
ク
ミ
ｐ
ジ
ミ
、
ジ
ミ
レ
ク
ミ
、

十
二
月
二
十
八
日
は
、
日
曜
日
で
す

が
平
常
通
り
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

に
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
二
十
九

日
側
、
三
十
日
㈹
も
平
常
通
り
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
一
月
は
五
日
側
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

自
己
搬
入
の
ご
み
の
受
け
付
け

十
二
月
は
予
定
通
り
三
十
日
㈹
ま
で

収
集
し
ま
す
。
一
月
は
五
日
㈲
か
ら
に

な
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集

年
末
年
始
の

ご
み
の
取
り
扱
い

年末･年始の

交通事故防止県民運動

12月10日㈱から

1月10日出まで

ヘルメットも忘れずに

岬
叫
露
飼
阿
辨
小
郡
辨
認
罐
辨
野
稲
吐
年
末
の
し
尿
く
み
取
り
の

申
し
込
み
は
早
め
に

積
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
。
（
分
け
方
に

つ
い
て
は
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
※
タ
イ
毎
年
、
十
二
月
中
旬
こ
ろ
に
申
し
込

ヤ
、
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
産
業
み
を
さ
れ
て
も
、
混
雑
の
た
め
年
内
に

廃
棄
物
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
収
集
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
、
次
の
収
集
業
者
に
直
接

お
願
い

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今
年
の
四
月
か
ら
、
不
燃
ご
み
と
資
高
萩
清
掃
社
盆
二
二
’
二
六
五
三

源
ご
み
の
収
集
回
数
を
倍
に
し
、
更
に
飯
島
清
掃
社
盃
二
二
’
二
二
六
三

不
燃
ご
み
の
収
集
日
に
は
集
積
所
の
ど
十
王
清
掃
社
盃
三
二
’
五
五
○
五

み
す
べ
て
を
収
集
す
る
等
、
集
積
所
の
※
し
尿
収
集
は
十
二
月
三
十
日
㈹
ま
で

清
潔
保
持
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
一
月
五
日
側
開
始

い
ま
だ
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
集
積
所
年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

が
あ
り
ま
す
。
原
因
は
宵
出
し
で
す
。

収
集
し
た
日
の
夕
方
に
は
も
う
出
て
い
十
二
月
二
十
八
日
㈲
か
ら
一
月
四
日

た
り
、
収
集
し
た
す
ぐ
後
に
出
す
人
も
側
ま
で
、
市
役
所
は
年
末
年
始
の
休
み

い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
注
意
し
あ
い
、
に
入
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
、

ご
み
の
な
い
清
潔
な
環
境
作
り
に
ご
協
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

力
く
だ
さ
い
。
死
亡
届
け
等
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

ミ
レ
ジ
ミ
ロ
ジ
ミ
ロ
プ
ミ
レ
〆
く
、
レ
ブ
ミ
Ｐ
ブ
ミ
ウ
ジ
ミ
レ
ブ
ミ
レ
ブ
ミ
ｐ
プ
ミ
レ
ブ
ミ
、
ダ
ミ
レ
ジ
ミ
Ｐ
タ
ミ
ｐ
ブ
ミ
レ
ク
ミ
レ
ブ
ご
ｐ
ジ
ミ
レ
ブ
ミ
、
ジ
ミ
ｐ
グ
ミ
ｐ
〆
く
ぺ
、
ジ
ミ
ｐ
ゴ
ミ
ロ
プ
ミ
、
ブ
ミ
ｐ
ジ
ミ
、
ゴ
ミ
ｂ
グ
ミ
ｐ
プ
ミ
ｐ
グ
ミ
、
ジ

みどりのｵｰﾅｰ募集中.ノ

21世紀へ大きく育てる緑の資産

○国土の緑化に参加し，緑の資産をお持ちになりた

いかたに. .…・

○お子さん・お孫さんの誕生・入学・就職・成人．、

結婚などの記念として……

○豊かな緑とのふれあいを大切に，故郷とのつなが

りを持ちたいかた･“･ ･ ･

色々な楽しみが……

参加いただいたみなさんと国有林が共同で育てる森

林が，水資源を育み災害を防ぎ，動植物の保護など，

さまざまな働きをして私たちの生活に寄与することを

考えると，大きなロマンと誇りが生まれます。

○1FI50万円でおおむね100㎡の木造2階建相当の木

材を育てる夢があります。

○森林浴･体験林業･植樹祭などの機会を提供しますb

o全国各地の林野庁の保養施設が割引料金で利用で

きます。

○国営スキー場のリフトが割引料金でご利用になれ

ます。

●お問い合わせは●

ー

高萩営林署s22-SO3O/

磁
鍾
ろ
難
文
龍
姿
館
ゞ
ゞ
静
鷺
！

〈
爾
副
費
千
隅
（
当
日
支
扱
い
。
）
“
帥
”

索
延
先
市
投
所
市
蟇
公
塗
秘
書
課
餌

、

〉

、

Ｐ

く

晶

巾

、

、

』

、

、

、

、

呂

呂

叩

出

》

轄

》

韻

Ｆ

壁

七

へ

段

段

『

『

呂

こ

、

セ

ゴ

設

吟

に

段

段

鐸

》

、

韻

も

《

、

設

、

設

呂

晶

《

Ｌ

』

Ｊ
申
し
込
み
は
、
“
徳
所
、
氏
潟
い
《

。
｝
Ｆ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
職
業
を
ぼ
が
き
に
篝
い
て
、
姉

毎
掘
Ｌ
再
敲
誕
咽
獅
薮
講
に
お
申
心

ｆ
込
み
式
だ
さ
い
。
Ｊ

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
昭
和

四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で

す
。
成
人
さ
れ
る
か
た
に
は
、
直
接
は

が
き
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
出
身
者
で
帰
省
し
て
い
る
か

た
、
ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成

人
該
当
者
に
も
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
誘

い
願
い
ま
す
。

成人式は平素の服装で
ー

”
鯛
昭
和
六
十
二
年
の
新
年

蕊
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま
、
、
…
、
露

す
の
で
、
お
申
し
込
み
時

だ
さ
い
。
｝

と
蚤
き
照
鞍
六
十
二
蕊

一
月
五
日
側
瀦

乍
前
十
一
時
叩
”

来
年
、
一
月
十
五
日
の

午
前
十
時
か
ら
、
文
化
会

館
で
〃
第
三
十
三
回
成
人

式
“
を
行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と

な
っ
て
簡
素
化
運
動
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
華
美
な
服
装
は

で
き
る
だ
け
避
け
て
〃
平

素
の
服
装
“
で
の
式
典
出

入
場
券
は
、
い
ず
れ
も
大
人
一
、
○

○
○
円
、
高
校
生
八
○
○
円
、
中
学
生

以
下
七
○
○
円
（
当
日
売
二
○
○
円
増
）

幸
《
騨
識
“
“
一
鎮
ぶ
ぷ
ふ
鍔
、
“
、
“
》
、
《
“
雪
、
“
、
“
》
峰
晶
群
、
鱈
》
曇
鱗
《
、
、
》
》
“
“
；
一
口
一
輪
Ｔ
研
壺
Ｊ
“
Ｊ
“
》
一
“
己
“
吾
一
畳
一
》
一
垂
雪
“
一
吉
弱
幾
三
シ
愚
叩

一
月
藪
十
五
日
観
』
采
後
太
躍
宝
・
↑

入
場
料
二
、
“
五
○
○
円
全
摺
定
席

㈱

》

》

貼

圭
諒
毎
一
三
籔
魁
毎
誕
心
迩
埋
誘
《

入
場
券
発
売
日
感
十
二
月
十
画
日
⑧

「
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
キ
ッ
ト
」

午
前
十
一
時
、
午
後
三
時

「
キ
ン
グ
ソ
ロ
モ
ン
の
秘
宝
」

午
後
一
時
（
変
則
二
回
）

※
入
場
券
発
売
日
一
月
十
五
日
附

二
月
十
五
日
日

｜
月
十
八
日
日

「
子
象
物
語
」

「
一
○
一
匹
わ
ん
ち
ゃ
ん
」

午
前
十
時
、
午
後
二
時
（
二
回
上
映
）

※
入
場
券
発
売
日
十
二
月
十
四
日
側

l1



日曜当番医

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

つ
と
む

○
作
間
謹
さ
ん
東
本
町

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
黒
沢
利
恵
さ
ん
高
戸

三
千
二
百
三
十
五
円
社
会
福
祉
へ

○
い
わ
き
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

植
田
セ
ン
タ
ー

二
万
円
社
会
福
祉
へ

○
む
つ
み
手
芸
ク
ラ
ブ
高
萩

島名上から見た横根山

善
意
あ
り
が
と
う

横根山には‘ 日本アルプスのような厳しさは見られない

が四季折々に美しい色彩を見せて士地の人々に親しまれ

ています。つゆの季節もやにけぶるもよく‘秋の夕暘に
さんよう

映えて，赤紫の山容も美しい。

横根山には，高萩中の学校林があり，山のかなたの空遠

く田代の牧場の牛の群れが思われる。

高萩美術協会員関根治

ー

○座》
第
十
一
一
回
新
舂
マ
ラ
ソ
ン
大
会

恥
縫
目
帳
一
一
一
判
一
叫
寸
鋤
和
荊
の
部

》
五
キ
ロ
の
部

》
十
キ
ロ
の
部

畢
出
場
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

唖
市
内
の
事
業
所
、
学
校
に
勤

硫
務
、
通
学
し
て
い
る
か
た
。

函
（
市
外
の
か
た
は
オ
ー
プ
ン

一
参
加
と
し
て
認
め
ま
す
。
）

》
参
加
費
一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン

唖
一
、
五
○
○
円

狸
小
学
生
中
学
生
、
高
校
生

唖
一
、
○
○
○
円

《
申
し
込
み
先
一
月
九
日
勘
ま
で
に
、

ｆ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

１

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

参
加
費
を
添
貴
羊
：
奉
豐
窪
枠
唾

一
第
十
一
一
回
新
舂
マ
ラ
ソ
ン
大
会
育
館
へ
直
接
お
申
ｉ
時
芋
今
く
》

だ
さ
い
・
》

一
と
き
一
月
二
十
五
日
⑧
主
催
高
萩
市
体
菩
晶
蟹
云
》

一
種
目
別
二
キ
ロ
（
親
子
）
の
部
※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
鋒
鮨
へ
耐

五
キ
ロ
の
部
雪
一
三
’
二
五
五
一
一
耐

囮
寄
贈
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
立
花
奈
津
子
さ
ん

○
黒
田
富
美
夫
さ
ん

五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
松
本
は
み
さ
ん
横
川

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
照
山
昭
一
さ
ん
安
良
川

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

昔
の
え
も
ん

○
蛭
田
喜
野
衛
門
さ
ん
北
茨
城
市

十
万
円
老
人
福
祉
へ

○
海
藤
一
司
さ
ん
大
和
町

五
百
円
社
会
福
祉
へ

大
和
町

高
浜
町
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～人口と世帯～ i;
蔦

i前月比

人口 34,367 （＋45） “
謬

馳

男 16;XI+i;| ;929 （＋26） §典 】,"‘ 1卜,,, f
驚

醗

世帯Ⅲ0,281 (+14) ;
(昭和61年U月‘日現在｝ ；
鐸率鍾塞識……舞建蝉総…議癖識寒寒癖鍔蕊鼠

＃や串雷典蝉f‘堅夜斑卜､4 'f辮鍛普蝿韻瞬き鐙鐸唾

12月の納税一

〆

｝
謹
麹
謹
灌
蕊
報
謝
斡
滉
慧
鈍
雷
識
、
謬
踏
就
繍
抄
蕪
確
認
韓
概
雛
裟
譜
蕪
霊
鐵
辮
露
漣
癖
蕊
鍋
斑
纈
鎌
憩
蕊
職
鵡

|;慧欝‘3期’

国民年金（3期）

納期限12月25日

… f…と…､当t 倶雑

冬
枯
れ
で
色
彩
に
乏
し
い
こ
の
季
節

に
華
や
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
が

シ
ク
ラ
メ
ン
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

を
控
え
、
十
二
月
は
需
要
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。

こ
こ
二
、
三
年
は
、
小
ぶ
り
の
鉢
の

ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ
ン
が
流
行
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

、
ン
ク
ラ
メ
ン
は
、
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
選
び
、
手
入
れ
を
よ
く
す
る
と
翌

年
の
舂
ま
で
咲
き
続
け
ま
す
。

〉
求
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
花
が
中
央

》
に
数
本
ま
と
ま
っ
て
咲
い
て
お
り
、
ま

唖
わ
り
を
と
り
囲
む
よ
う
に
つ
ぼ
み
が
つ

垂
刺
評
州
娠
莚
誰
ご
雲
も
雪
娠
匪
挿
五
和

皿

函
た
感
じ
が
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

函
温
度
は
、
中
輪
の
も
の
な
ら
二
軍
低
五

唖
六
度
ま
で
。
昼
間
は
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に

五

四
出
し
て
日
光
に
あ
て
、
夜
間
は
暖
房
を

》
入
れ
て
い
な
い
室
内
に
置
き
ま
す
。

四
水
は
、
葉
や
花
の
上
か
ら
か
け
な
い

⑪

”
よ
う
に
注
意
を
。
つ
ぼ
み
を
腐
ら
せ
る

心

唖
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

岬
シ
ク
ラ
メ
ン
と
並
ん
で
人
気
の
高
い

耐
冬
の
鉢
花
ベ
コ
ニ
ア
は
、
何
よ
り
も
ま

》
ず
日
光
に
あ
て
る
こ
と
．
、
ン
ク
ラ
メ
ン

』
よ
り
寒
さ
に
弱
い
の
で
、
夜
間
も
で
き

唾
る
だ
け
暖
か
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
す
。

、
最
低
温
度
は
土
屋
が
目
安
で
す
。

くらし
の

メモ

12－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です－

12月21日

12月28日

樋渡医院

石病院

大和町

東本町

22－2202

23 1711

1月4日 全隼堂医院 本町

1月11日

1月18日

滝川医院 春日町

拝
一
畦

跳
一
鑑

十王町

東本町

32－3266

22－2697


